
 

極限解析による劣化RC部材の耐力評価に関する研究委員会【終了】 
 
1) 活動期間 

令和2 年4 月～令和4 年3 月 
 
2) 活動経過 

令和 3 年度は合計 4 回(第 6 回～第 9 回)の委員会を開催した．撤去床版から切り出した供試体(以下，

撤去供試体)を対象とした載荷試験結果の取りまとめと，極限解析を用いた力学モデルの構築に関する議

論を主に行った。 
 
3) 活動成果・活動報告 

撤去供試体の載荷試験では，既存のひび割れによって破壊挙動が健全な供試体とは異なることが明ら

かとなった(a)。極限解析では，撤去供試体の凍害劣化を断面のひずみ分布に考慮した上界の解を定式化

し，軸力とモーメントの相関関係が解析的に得られることを示した(b),(c)。また，これらの成果を以下のよ

うに発表することができた。 
 

(1) 中村拓郎ら：既設道路橋床版から切り出した RC はりの曲げ破壊挙動, コンクリート工学年次論文

集，43(2)，pp． 871-876，2021． 
 

(2) 金澤健ら：凍害による劣化深度を考慮したRC棒部材の曲げ解析モデル, 土木学会論文集E2, 77(4), 
pp．177-186, 2021． 

 
(3) T．Kanazawa et al．: Flexural Analysis Combined with Freeze-thaw Depth for Reinforced 

Concrete Beams and Columns, Journal of Advanced Concrete Technology, 20(1), pp．18-29, 2022． 
 
4) 委員会の構成 
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